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　今回の第６次調査では、おもに古墳時代中期から後期の竪穴建物３基、平安時代の掘立柱建物３棟な

どが見つかりました。また、第５次調査でも古墳時代後期の竪穴建物１基、平安時代以降の掘立柱建物

などが見つかっており、古墳時代や平安時代の集落がさらに東に広がることが明らかとなりました。

　なお、第２次調査で見つかったＬ字に曲がる平安時代の集落を囲む溝の東延長部は、第５次調査や今

回の調査では見つかりませんでしたので、現在の道路の下で北へ曲がっている可能性が考えられます。

　一方、古墳時代後期の竪穴建物などがつくられた頃、周辺の丘陵には群集墳が築造されており、集落
と古墳との関係を考える上で重要な成果となりました。

　また、古墳時代中期の竪穴建物ＳＨ60からは複数個体の製塩土器が出土しました。この製塩土器は、

大阪湾沿岸から搬入されたものであり、生産された塩が当地にまで流通していることが明らかとなりま

した。

　最後になりましたが、今回の発掘調査にご参加いた

だいた皆様、地元の皆様、ご指導・ご協力いただいた

皆様に深く感謝申し上げます。

　春日部遺跡は、古墳時代から平安時代にかけて営まれた集落

遺跡です。今回の調査地の近隣では、平成30年度（第２次）と

令和３年度（第５次）に発掘調査をおこなっています。 空中写真（南東から）
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　今回の調査は、国営緊急農地再編整

備事業に伴い実施しています。
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焼土坑ＳＸ338（南東から）

焼土ＳＸ82（西から）

掘立柱建物ＳＢ20（北から）

掘立柱建物ＳＢ45（北から）

焼土

掘立柱建物ＳＢ400（西から）

竪穴建物ＳＨ280（南西から）

竪穴建物ＳＨ270（南東から）

調査地位置図（1/25,000）

遺構配置図（1/500）

法貴南
古墳群

  

中西山古墳群

慈雲寺
裏山古墳群

中岩山古墳群

法貴館

法貴峠古墳群

桜峠古墳群

宮条南古墳群

宮条古墳群

寺古墳群

寺
古
墳
群

與野遺跡

與野廃寺

犬飼遺跡犬飼遺跡

春日部遺跡

金生寺遺跡

調査地

0 1km

寺村館跡

焼土

焼土

カマドか

焼土

焼土

焼土

焼土

ＳＢ20

ＳＢ45

ＳＨ60

ＳＸ385

ＳＡ62

ＳＡ51
0 20ｍ

第 2次調査地 (平成 30 年度 )

第５次調査地（令和３年度）

第６次調査地（今回の調査区）

土石流

平安時代

古墳時代

土石流

ＳＸ426

ＳＸ338

ＳＸ82

土石流

土石流

土石流土石流

土石流

土石流

土石流

土石流

カマド

ＳＨ270

ＳＨ280

ＳＢ400

X=-112,660

X=-112,680

X=-112,700

X=-112,720

Y=-41,840 Y=-41,820

Y=-41,940 Y=-41,920 Y=-41,900

X=-112,760

Y=-41,880 Y=-41,860

X=-112,740

X=-112,780

〈古墳時代〉

竪穴建物ＳＨ60　一辺約 5.5ｍの方形

の建物で、中央と西辺中央部で焼土が

見つかりました。出土遺物は、須恵器

の杯身・杯蓋・小型鉢、土師器の甕・

高杯、製塩土器です。時期は古墳時代

中期（５世紀中頃）と考えられます。

竪穴建物ＳＨ270　調査区西側で見つかった古墳時代後期（６世紀後半）と考えられる一

辺約５ｍの方形の建物です。南東隅で須恵器杯蓋・甕が見つかりました。

竪穴建物ＳＨ280　長辺約７ｍ、短辺約６ｍの方形の建物で、北東辺の中間部でカマドと

考えられる焼土が見つかりました。出土遺物は、須恵器の杯身・杯蓋・甕、土師器の甕

やミニチュア壺などがあります。時期は古墳時代後期（６世紀後半）と考えられます。

焼土坑ＳＸ338　長軸 1.2ｍ、短軸 0.9ｍを測る楕円形の土坑で、焼土・炭化物が堆積し

しており、土師器や須恵器杯など古墳時代後期（６世紀後半）の土器が出土しました。

このような焼土坑はほかに２基（ＳＸ385・426）見つかっており、屋外に設けられた炉

の可能性が考えられます。また、調査区の南側で焼土ＳＸ82を含む５か所で焼土が見つ

かりました。

〈平安時代〉

掘立柱建物ＳＢ45　調査区南端で見つかった梁行２間 (4.8ｍ）、桁行３間（6.6ｍ）の建

物です。南西隅の柱穴内から緑釉陶器片が出土しました。時期は平安時代前期（９世紀

末）と考えられます。

掘立柱建物ＳＢ400　梁行２間（3.8ｍ）、桁行３間 (4.2ｍ) の総柱建物で、柱穴内から瓦

器片が出土し、平安時代末期（12 世紀）の建物と考えられます。

掘立柱建物ＳＢ20　南北３間（５ｍ）、東西３間（4.2ｍ）の総柱建物で、平安時代と考

えられます。

柵ＳＡ51 ・ＳＡ62　平安時代と考えられる柵が２条見つかりました。
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